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平成 22 年１～３月期 

静岡県内主要産業の四半期見通し 
 

 

 

「平成22年１～３月期 静岡県内主要産業の四半期見通し」 

～「現在の業況」は、『低調』14業種、『不調』６業種 ～ 

□平成21年12月実施の静岡県内主要産業（20業種）の四半期見通し調査では、現在

（10～12月期）の業況は、『好調』、『順調』、『普通』の業種はなく、『低調』が14

業種、『不調』が６業種となっている。 

□平成22年１～３月期の見通しについては、20業種中18業種が『横ばい』、２業種が

『やや下降』を見込んでいる。 

□県内産業は、回復の手がかりを摑み切れないまま、ほとんど底ばいの状況から脱

し切れていない。 

 

 

 



Ⅱ．今月の定例調査結果

平成22年１～３月期 静岡県内主要産業の四半期見通し

最終需要の回復が見込めない中

県内産業景気は底ばいから脱し切れず

年　　次 

静岡県内産業の四半期ごとの業況推移 

四 半 期 

対象月（○は調査月） 

全業種の平均階級値 

Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅲ Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅳ Ⅳ Ⅲ 

10～⑫ 1～③ 4～⑥ 1～③ 10～⑫ 

00 

215 

1.702.64 

7～⑨ 4～⑥ 

0

2

1.60

7～⑨ 

2.68 

7～⑨ 

0 

2 

10～⑫ 

2.68 

4～⑥ 

2.55 1.70

平成１９年 平成２０年 平成２1年 

注１）｢業界景気の現況」及び「業界景気の見通し」は、対象企業経営者が業界景気動向をどうみているかを調査したもの。 
        調査は、毎年３、６、９、12月に実施。「業界景気の現況」とは、調査時点（12月調査であれば10～12月期）にお 
　　  ける業況、「業界景気の見通し」とは、調査時点における翌期（12月調査であれば１～３月期）の見通しを示す。 

注２）調査方法は、アンケート調査とヒアリング調査による。アンケート調査の概要は、以下の通り。 
            　  調査時点…平成21年12月中旬  
            　  調査対象企業…県内主要20業種（182社） 

注３）平成20年第Ⅱ四半期（４～６月）時点で調査対象業種を変更しており、それ以前と以降の数値に連続性はない。 

注４）平均階級値は、好調：５、順調：４、普通：３、低調：２、不調：１とする、半期調査業種を除く20業種の平均値。 

Ⅳ 
（今回調査） 
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県内主要産業の動向

（１）業界景気の現況について

県内主要産業20業種の現在（平成21年10～12月期）の業況は、前回の９月調査と同様、

『好調』、『順調』、『普通』の業種はなく、『低調』が14業種、『不調』が６業種となった。

前回調査と比べると、一昨年秋のリーマンショック以降、急激な減産を余儀なくされた

「自動車部品」が、各国の政策支援を追い風とした自動車需要の回復に伴って、ピーク時

の８割の水準ながらも生産が安定してきており、『不調』から『低調』へと１段階上向い

た。一方、「外食」は、新型インフルエンザの流行に伴う外出控えなどもあって客足が鈍

い上、低価格志向の高まりから客単価も下落し、『低調』から『不調』へと低下した。

（２）業界景気の見通しについて

平成22年１～３月期の見通しは、20業種中18業種が『横ばい』、２業種が『やや下降』

を見込んでいる。業種別にみると、ＩＴ関連需要の低迷に加え、法改正に伴う製造業向け

派遣の原則禁止を見越した派遣需要の収縮が見込まれる「人材派遣」、伊豆地域での群発

地震の余波などが懸念される「観光・レジャー」が『やや下降』との見通しとなった。ま

た、主力の欧米市場で不調が続く「二輪車部品」、企業や個人が投資に慎重な姿勢をとり

続けていることから需要が落ち込んでいる「工作機械」「リース」や「住宅」、デフレの進

行に加えて冬季賞与の大幅減など所得環境の悪化が経営を直撃しそうな「大型小売店」

「外食」といった６業種が、『不調』のまま『横ばい』の見通しである。そして、他の12業

種は、『低調』のまま『横ばい』が続くと見込まれる。一方、エコカー減税や家電エコポ

イント制度の延長は、対象となる製品に関わる業種にとってはプラス材料になるが、車種

や製品種類によって明暗が分かれており、最終消費に力強さが感じられない中では、総じ

て自律的な回復にはなお時間がかかるとみられる。

なお、半期調査業種では、住宅着工戸数の落込みや低価格志向の高まりを受けて主力の

中・高級品の不振が続く「家具」が、『低調』から『やや下降』を予想、「楽器」も在庫調

整は進むものの実需が伴わず、『不調』のまま『横ばい』の見通し。

（３）需給バランス、在庫水準、価格動向について

在庫水準が『過多』となっているのは、調査対象14業種のうち、家庭紙、産業用紙、工

作機械、建設、住宅の５業種で、前回調査から１業種減となった。

とはいえ、需給バランスをみると、調査対象19業種のうち１業種が『非常に供給超過』、

15業種で『供給超過』という状況は変わっておらず、製品価格についても、５業種が前回

調査同様に、『下降』を見込んでいる。

■

個人の所得環境や企業の収益環境の好転が見込めない中、最終消費や投資の本格的な回

復には程遠く、県内産業は回復の手がかりを掴
つか

み切れないまま、ほとんど底ばいの状況か

ら脱し切れていない。
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表の見方と注意 

 平成22年１～３月期 静岡県内主要産業四半期見通し調査一覧表 

（注）特別調査（家具、楽器）は半期ベース（７～12月期の現状と１～６月期の見通し、前期比・前年比もすべて半期ベース）。 
　　　半期調査対象企業…２業種の企業４社。 
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生産量・売上高の伸び率 
原材料･製品価格の動向 
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